
課題① 豊富な地下資源を有効に活用したい。（地産地消）

課題② 人口減少と産業衰退を食い止めたい。（地方創生）

・ 地下15mの石炭層での実験に成功するなど、
これまでに多くの成果を積み重ねた。

・ 講演会や中学生の実験見学会により意識を醸成。
・ 国立大学法人室蘭工業大学と包括連携協定を締結。

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

三笠市は石炭産業の発展により大きく栄えた。
エネルギーの転換により産業縮小

市内には約7.5億トンの石炭資源が地中に眠る。
水素約3,800億㎥分に相当

（北海道の家庭 約52年分の電力量）

中学生見学会の様子

市内に広がる石炭層

地下ガス化事業によって課題を解決する。

◎ 地中の石炭をそのまま燃焼することでエネルギーを生産する手法
⇒ エネルギーの地産地消と新たな産業の創出を通じて

地域の活性化を図る。

地下ガス化とは…

三笠市未利用エネルギー活用事業（水素製造事業）



【目標】
・ 水素供給コスト 30円/N㎥以下
・ 新たな産業の創出
・ 技術の広域展開により水素社
会の実現に寄与

【成果】
・ エネルギーの地産地消による
新たなまちづくりを行う。

・ CO2利活用によりクリーンな
エネルギーを生産する。

事業
内容

得られる
成果等

【企業に期待すること】
・ FS調査の主体としての参画
（NEDOから企業に調査業務委託）

・ 実証試験への参画
（水素製造、CO2分離・回収・利活用など、
特定分野への参画も可）

【企業のメリット】
・ 豊富な資源やフィールドを活
用した研究が可能

・ 特色あるエネルギー事業のノ
ウハウを得られる。 など

三笠市未利用エネルギー活用事業（水素製造事業）

地下ガス化（UCG）

水素生産 CO2利活用

・生産ガスを活用した発電事業
・発電時の排熱を有効活用

・燃料電池の導入
・水素自動車の導入
（庁用車、バスなど）

・事業全体で排出ゼロ
(カーボン・リサイクル)

・農業利用（メロンなど）

H-UCG実証試験の3本柱

H2

基礎実験の実績を基に実証試験に移行

CO2



課題:水素を製造する過程で CO2も排出されてしまう……。

① 地下15m級でUCG実験に成功
② 講演会や実験見学会で気運醸成
③ 国立大学法人室蘭工業大学と

包括連携協定を締結

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

地域資源の有効活用に向けて
学識経験者などと連携して
H-UCGの研究を進めている。

地域特性（旧炭鉱等）を活かした
CO2利活用技術が必要不可欠

三笠市未利用エネルギー活用事業（CO2固定研究事業）

Ｈ-UCGとは…

3つの柱を一気通貫で取り組む
世界初の地産地消エネルギー事業

① 石炭資源を活用した
エネルギー生産

① 石炭資源を活用した
エネルギー生産

③ 事業全体でCO2フリー化
（カーボンリサイクル、施設野菜の栽培）
③ 事業全体でCO2フリー化
（カーボンリサイクル、施設野菜の栽培）② 燃料電池や水素自動車による

水素社会の実現
② 燃料電池や水素自動車による

水素社会の実現

カーボンリサイクル型の
CO2固定技術を研究

→ 産炭地の新たなモデルを
構築する

CO2を効果的に処理するためには…
地下15m級
で実験

中学生が
実験見学

【事業目的】



② 炭鉱の採掘跡や坑道等へのCO2充填① UCG空洞へのCO2固定

事
業
内
容

得
ら
れ
る
成
果
等

CO2を地中で鉱物化して処理する:カーボンリサイクル事業の推進

脱炭素事業に投資/参画する手段として
寄附支援または事業連携をご検討下さい。

① H-UCGや近隣自治体のCO2を一括処理
→ CO2フリー水素の製造に必要な技術

② CO2鉱物化による地下の岩盤強化・安定化
③ 他の産炭地でも展開可能な事業モデルの確立

成
果

【企業の皆様へ】

北海道の豊富な資源を活用して、
三笠市と共に様々な事業に挑戦しませんか？

① 低炭素社会に向けた形に残る貢献
② H-UCG/脱炭素事業との連携
③ 他事業との連携可能性などを模索
（ジオパーク、高校生レストラン etc.）

【想定されるメリット】

市内に広がる
石炭層

三笠市未利用エネルギー活用事業（CO2固定研究事業）


